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  城北 中学校区 校番  ２ 福山市立 城北中 学校 
   

 
最 終 更 新

日 
２０２６年（令和８年）３月３１日 

 

福山市立         学校 

 

児童生徒の現状 

 前年度の全国学力学習状況調査の

結果では、国語・数学（・理科）の平均

正答率が市平均をどの学校でも上回

ることができた。ただ、正答率４０％未

満の生徒は一定数おり、課題である。ま

た、不登校の児童生徒も多い現状があ

る。 

 

育成する 

資質・能力 
主体的に判断する力・課題を発見し解決する力・地域社会と協働し貢献する力 

めざすこども像 

(義務教育修了時の姿) 

・主体的に考え、判断し、自律して行動する児童生徒 

・豊かな心を持ち、お互いを尊重し、協働する児童生徒 

中学校区として 
統一した取組等 

・授業研究及び教科等部会の取組 

・家庭学習とメディア利用の取組 

・地域協働と地域交流の取組 

 

現 状 

＜生徒＞ 

・福山市学力定着学習調査（※昨年度１２月実施）において、正答率４０％未満の生徒の割合

が、国語１４．５％、社会２５．２％、数学２２．３％、理科３７．１％、英語４０．７％だった。 

・生徒アンケート（※昨年度２月実施）「毎日家庭学習をしていますか」の肯定的評価の生徒の

割合が５８．８％だった。 

・生徒アンケート（※昨年度２月実施）「平日１日何時間メディアを利用していますか」の質問に

対し、3時間以上と答えた生徒の割合が３６．５％だった。 

・新規不登校生徒は減少傾向ではあるが、どの学年にも不登校生徒が一定数いる。 

＜授業＞ 

・福山市学力定着学習調査（現中２、３※昨年度４月実施）において、正答率４０％未満の生徒

を担任や教科担で共有し、その生徒を意識した授業改善を行っている。 

・総合的な学習の時間で、地域清掃を行った。（太鼓部の演奏や美術部の高架下壁画作成等） 

 

育成する 

資質・能力 

主体的に判断する力 課題を発見し解決する力 地域社会と協働し 

貢献する力 

めざす 

こども像 

よりよい解決のため、いろい

ろな見方や考え方をもとに、

根拠を持って正しい判断が

できる生徒。 

見出した課題に対し、自ら

解決したり、解決策を導き出

したりすることができる生徒。 

地域の課題に目を向け、自

らまたは他者と協力してでき

ることがないかを考え、貢献

できる生徒。 

   

研究 

テーマ 生徒の実態を把握し、傾聴姿勢を意識させ、生徒に見通しを持たせた授業づくり 

内容等 

全国学力学習状況調査や福山市学力定着学習調査の正答率４０％未満の生徒を把握し、

授業規律を意識し、授業の見通しを生徒に持たせた授業づくりを行い、学力向上につなげ

る。 

めざす授業の姿 

 

 生徒が課題解決に向けて、

根拠を持って解決策を決定

し、責任を持つ授業。 

 

 生徒が多角的な視点で問

いを立て、解決策を創ること

ができる授業。 

 

 生徒が自分の地域課題に

対し、他者と協力するなどし

て、解決できる授業。 

 

前年度学校運営協議会 
（学校関係者評価）の主な内容 

 前年度の学校関係者評価報告書は

「十分満足できる」と評価された項目

が多かった。中学校校区で連携を深

め、いろいろな取組で成果をあげてい

る。各校の目標未達成の取組について

は現状をしっかり把握し、達成に向け

PDCAサイクルに則り実践する。 

 

学校教育目標 

生徒の主体性と自律性を育み、地域社会に貢献する生徒の育成 

 

Ⅲ 自 校 

すべてのこどもたちが、自分自身の成長を実感できる学校教育の実現 めざす姿 
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年 
目 

中期経
営目標 

重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 
◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

３ 自ら考

え学ぶ

生徒の

育成 

★ 継

続 

主体的に学ぶ

意欲・態度の向

上 

全国や福山市の
学力学習調査に
おいて、正答率４
０％未満の生徒を
共有し、それをもと
に生徒面談や授
業改善を行う。 

・全国学力学習状況調査にお
いて、正答率４０％未満の生
徒を２５％以下にする。 

 
・福山市学力定着学習調査に
おいて、正答率４０％未満の
生徒を２５％以下にする。 

         

１ 自らの

生活を

律する

生徒の

育成 

 新

規 

自らの生活習

慣をマネジメン

トする態度を養

う 

メディアの利用
時間と学力との関
係を知り、生徒自
身が自らメディア
利用について考
え、使用できる授
業を行う。 

・生徒アンケート「毎日家庭学
習をしていますか。」の肯定
的評価を７０％以上にする。 

 
・生徒アンケート「平日のメディ
ア利用時間について」の３時
間以上の割合を３０％以下に
する。 

         

４ 地域に

貢献す

る学校

づくり 

 継

続 

 地域の一員と

しての自覚を高

め、責任感を育

成 

 気持ちの良い挨
拶が自発的にで
きる、地域から信
頼、応援してもらう
生徒を育成するよ
うな生徒会を中心
にした活動を行
う。 

・生徒アンケート「学校行事につ
いて、自分の役割を自覚し、
主体的に行動しています」の
肯定的評価を９０％以上にす
る。 

 
・生徒アンケート「自分からあい
さつをしています」の肯定的
評価を９０％以上にする。 

         

Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価  福山市立 城北中 学校 

［プロセス評価の評価基準］ 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，問
題が生じた際は，協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が生
じた際は，協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変化，
問題が生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問題
が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題が
生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

 

［達成評価の評価基準］ 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し，十分な成果をあげ
た。 

４ 
目標を概ね達成し，望ましい成果をあげ
た。 

３ 
目標をある程度達成し，一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り，成果よりも課題が多かっ
た。 

１ 
目標を大きく下回り，成果が認められな
かった。 

 

 

［総合評価の評価基準］ 

評点 評価基準 

５ 
１００％以上の達成
度 

十分に目標を達成できた。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満
の達成度 

ある程度目標を達成できた。 

２ 
４０％以上６０％未満
の達成度 

あまり目標を達成できなかった。 

１ 
４０％未満の達成
度 

目標を達成できなかった。 

 

 


